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Cefmenoxime (SCE-1365)の 臨 床 的 検 討

滝 下 佳 寛 ・後 東 俊 博 ・上田聡一郎

吉 本 幸 子 ・亀 岡 陽 子 ・螺 良 英 郎

徳島大学医学部第三内科学教室

新 しく開発されたセファロスポリン系抗生物質 であるCefmenoxime(CMX, SCE-1365)の 臨床

的検討を行い以下の成績を得た。

1) 12例 中の感染症例にCefmenoximeを 使用 し,呼 吸器感染症の9例 では著効4,有 効2,無

効3,尿 路感染症の2例 および胆のう炎の1例 ではいずれも著効であった。したがって12例中9例

が有効以上であった。

2) 副作用は1例 にて血清中GOTお よびGPT値 の軽度上昇がみられたが,本 剤の使用中止に

より正常域に復 した。その他には検索 し得た範囲では副作用はみられなかった。

3) 以上のことよりCefmenoximeは 各種感染症,特 にEscherichia coli, Klebsiella pneumoniae,

Haemophilus influenzaeな どのグラム陰性桿菌による感染症に対して有用な抗生物質であると思

われる。

新 し くわが 国 で 開発 され た セ フ ァ ロス ポ リ ン系 抗生 物

質 で あ る7β-〔2-(2-aminothiazole-4-yl)-(Z)-2-meth-

oxyiminoacetamido〕-3-〔(1-methyl-1H-tetrazol-5-yl)

thiomethyl〕ceph-3-em-4-carboxylic acid hemihydro-

chloride,す な わ ちCefmenoxime (CMX, SCE-1365)は

従 来 の セ フ ァ ロス ポ リ ン系 抗生 物 質 に 比 し特 に グ ラ ム陰

性 桿 菌 に 対 し抗菌 域 が 広 く,し か もす ぐれ た 抗菌 力 を 有

す る こ とが 報 告 され て い る1)。 今 回 わ れ われ は 本 薬 剤 を

使 用 す る機 会 を得,各 種 感 染症 に用 いて 臨 床 効果 を検 討

した の でそ の 成績 を報 告 す る。

I. 対象および投与方法

対象はいずれも当科入院患者であり,昭 和54年6月 よ

り同55年1月 の間に計12名 に用 いた。症 例の内訳 は

Table1に 示す ように呼吸器感染症9例,尿 路感染症

2例,胆 のう炎1例 の計12例 であり,い ずれも何らかの

合併症ないしは基礎疾患を有 していた。

投与方法は症例5に て点滴静注,症 例11に て筋注を行

った以外はいずれも静注法によった。投与量は1回1g

を1日2回,す なわち1回 量2gに て,症 例により5～

14日 の間で使用 した。

臨床効果の判定は臨床症状および細菌学的検査所見な

どより総合判定し,著 効(〓),有 効(+),無 効(-)

の3段 階に分類した。

II. 成 績

臨 床 成 績 はTable1に 示 す よ うに12例 中著効7,有

効2,無 効3で あ り,全 体 で75%が 有効以上 であった。

疾 患別 に は 呼吸 器 感 染症9例 中著効4,有 効2,無 効3

で あ り,尿 路感 染 症 の2例 は いず れ も著 効,胆 のう炎の

1例 で も 著 効 で あ った。 分 離菌 別 ではEscherichia coli

の 検 出 され た3例,お よ びKlebsiella Pneumoniaeの 検

出 され た4例 で は い ずれ も 有 効 で あ り,Haemophilus

influenzaeの 検 出 され た3例 で は1例 のみ有効であった

が 細 菌 学 的 に は2例 にて 有 効 であ った。Pseudomonas

aeruginosaの1例 は無効 で あ った 。

副 作用 はTable2に も 示 す よ うに 症 例8に て血清中

のGOTが37か ら71,GPTが28か ら72と いずれ も軽度

の上 昇 を来 したが,本 剤 の 使用 中止 に よ って正常域に復

した。 そ の他 の症 例 で は検索 し得 た範 囲にて副作用と思

われ る もの は なか った 。

III. 考 察

今回のわれわれの成績ではCMX使 用の12例中9例,

すなわち75%が 有効以上であった。いずれの症例も合併

症ないしは基礎疾患を有していたことを考え合わせると

これは本剤の有用性を示すものである。すでに本剤は特

にグラム陰性桿菌に対 して従来のセファロスポリン系抗

生物質に比 しより強い抗菌力を有することがいわれてお

り1),今 回の成績でもE.coliの 検 出された3例 および
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Table 1 Clinical results of CMX

*(++) Excellent, (+) Good, (-) Poor, ** Elevation of GOT and GPT

Table 2 Laboratory findings before and after administration of CMX

*B : Before
, A: After
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K.pneumoniacの 検出 された4例 ではいずれも有効で

あり,H.influenzaeの 検出された3例 では1例 が有効

であったが細菌学的には2例 に有効であった。これらの

ことからも本剤はこのようなグラム陰性桿菌に対 し有用

性の高い抗生物質であると思われる。

なお副作用は1例 にて血清中のGOTお よびGPT値

の軽度上昇がみられたが,本 剤の使用中止により短期間

にて正常域に復 している。

以上のことよりCMXは 副作用 などに注意して凧)

れ ば今後有用性の高い抗生物質であると思われる
。
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A clinical study was performed on cefmenoxime (CMX, SCE-1365), a newly developed chepharosporinic
antibiotic.

The following results were obtained:
1) Cefmenoxime was given to 12 patients who had the various underling diseases. The efficacy was excel-

lent in 4, good in 2 and poor in 3 out of 9 cases of respiratory tract infections. The other two cases of uri-
nary tract infections and one of cholelithiasis showed excellent effect.

2) Mild elevation of serum levels of GOT and GPT was noted in a patient, however it returned to normal
range after discontinuing of administration of cefmenoxime. Otherwise, there was no adverse reactions.

3) It was considered that cefmenoxime was effective for gramnegative bacterial infections due to Escher-
ichia coli, Klebsiella pneumoniae and Haemophilus influenzae.


